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１．発電所概要（サミットエナジーグループの発電所）
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サミットエナジーでは、サミット半田パワー他の自社グループ発電所に加え、
発電設備をお持ちのお客様や卸電力取引市場より調達の電気を、ベスト
ミックスすることにより、お客様にコスト競争力のある電気や環境価値を
お届けしております。

近隣工場のお客様
・共同出資者

卸電力取引市場

住友商事株式会社
国内インフラ事業部

発電設備を
お持ちのお客様

電気を
お使いになるお客様電力小売

サミットエナジー

環境価値を
お使いになるお客様

電力
会社

出資（100%）

電力

環境価値

電力

燃料

蒸気

環境価値

電力

サミット半田パワー



ｻﾐｯﾄ小名浜ｴｽﾊﾟﾜｰ㈱
福島県いわき市

石炭火力 56,000kW

サミット半田パワー㈱
愛知県半田市

木質系ﾊﾞｲｵﾏｽ 75,000kW

サミット明星パワー㈱
新潟県糸魚川市

木屑ﾊﾞｲｵﾏｽ 50,000kW

サミット美浜パワー㈱
千葉県千葉市

ガスタービン 57,000kW

サミットエナジー㈱
東京都千代田区神田

新電力会社

サミット酒田パワー㈱
山形県酒田市

木質系ﾊﾞｲｵﾏｽ 50,000kW
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１．発電所概要（サミットエナジーの自社電源）



１． 半田バイオマス発電所概要

1) 商号 ： サミット半田パワー株式会社

２) 資本金 ： 4億9,500万円

３) 設立年月日 ： 2012年12月7日 （2017年6月20日商業運転開始）

４) 立地場所 ： 愛知県半田市川崎町

５) 発電容量 ： 発電端出力 75,000kW (75MW)

６) ﾎﾞｲﾗｰﾀｲﾌﾟ ： 循環流動層ﾎﾞｲﾗ （EPC＝住友重機械工業）

７) 総事業費 ： 約250億円

８) 事業運営 ： 20年間は固定価格買取制度（=FIT制度）に基づき運用

９)電力供給先 ： サミットエナジー株式会社
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■人口
119,000人
知多エリアの中心都市

■場所
名古屋市から南 40km
名古屋駅～知多半田駅 35分（名鉄線）

■歴史
海運業と醸造業の盛んな町として発展

醸造業：中埜酒造
↓

中埜酢店分離
（現在ﾐﾂｶﾝ本社）

海運業：尾張藩のお蔵米運搬
現在は材料輸入港として形成
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●

１．半田バイオマス発電所概要（半田市について）



当地選定理由

① 水深12m級バース
→大型チップ船が着岸可

② 保管ヤード
→バース近くに確保

③ 運搬ルートが工場エリア
→住宅エリアの回避

④ 系統分岐点迄の距離
→比較的近い

⑤ 工業用水
→比較的近い

半田バイオマス発電所

燃料荷揚バース

燃料保管ヤード

系統分岐点

6

１．半田バイオマス発電所概要（場所1/2）
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1. 半田バイオマス発電所概要（場所2/2）

チップヤード

発電所 (4.3ha)

荷揚埠頭



２．バイオマス発電について
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木質バイオマス発電の仕組み

光合成

CO2O2

放出 吸収光

木質バイオマス チップ化

ボイラー

電気

蒸気

タービン

木質バイオマス
発電所

林地残材など

放出
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３．プラントについて（発電所レイアウト）

バイオマスタンク No.1～3

ボイラ棟

電気室・中央操作室棟

管理事務所棟

冷却塔

蒸気タービン
・発電機

変圧器

石炭・ＰＫＳ受入棟

バイオマス受入棟
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３．プラントについて (ボイラ）

フライアッシュタンク

バグフィルタ

ボイラー棟
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３．プラントについて （バイオマスタンク）

チップタンク
6,000m3

チップタンク チップタンク
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３．プラントについて （冷却棟）

冷却棟
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３．プラントについて (ボイラ棟上から）

北東側(港）

南側南東（碧南火力発電所）

東側
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チップ

チップ

チップ

石炭
（補助）

PKS

チップ

４．燃料（構成）

燃料は木質チップ、ＰＫＳ、石炭（補助）。グラフの通り国内外より来ております。

ＰＫＳ（パーム椰子殻）
木質チップ
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電気の調達価格と木質チップの種類(2013年）

４． 燃料(FIT価格）

未利用木材 一般木材

国内間伐材 PKS輸入材
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半田ゴルフリンクス

ＪＦＥスチール

浄化センター

半田ｷｬｽﾃｨﾝｸﾞ

チップヤード

PKS

PKS

４．燃料（ヤード→発電所）



木質チップ（輸入材）

石炭・ＰＫＳ
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４．燃料（バイオマス燃料の運搬車両）


